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業第 回
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青空とふれあい

一
一
曰
間
に
一
巳
｜
っ
て
開
か
れ
た
農
業
祭
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
無
事
終
了
し
た
。
昨
年
に
も
増
し
て

大
勢
の
来
場
壱
が
あ
り
、
主
催
壱
と
し
て
は
喜
び
に
絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
企
画
・
運
営
に

協
力
を
願
っ
た
各
組
織
の
皆
さ
ん
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
尼
い
。
強
い
霜
に
見
蕊
わ
れ
た

馬
鈴
薯
も
回
壜
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
一
番
草
の
収
穫
作
業
も
言
｜
う
盛
り
。
実
り
の
秋
と
な
る
よ
う

馬
鈴
薯
も
回
復
の
兆
し
か
見
ら
れ
、

願
う
会
曰
こ
の
頃
で
あ
る
。

、
ノ

（ 前夜祭

薇歸、

カラオケ大会①
職員代表の二の２人
聞いてもらうには気の毒な内容でした

カラオケ大会②
暖かい声援を送ってくれたご婦人達

J自室、

鍵
已鈩｡

灘

鯛
霞:j:霞｛

蕊
醤

Ｉ
お
丁
、

可議ii蕊鱒IiWiiiiii1iii驚騨

ロデオ.〃右フック－発でＫＣスナック「ノーキョー，満員盛況です



(3)農脇だより 昭和60年７月ｌＯＥ
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、
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－－－－－￣凸■

尻Z弓。

ゲートボール②
ポールの行方に注目”
第１ゲートを通過しないと試合･にならないのです

ゲートボール開会式①
背筋が伸びてまだまだ若い鈴木ざ人

鍵
■ 

IiijlliIilLUliIillllllllliilllilllll1lli 好＝巴

不用品バザー
ご協力ありがとうございました

昔取った杵柄、うまいもんです灘
人間ばん馬

スタートﾀﾞｯｼｭが
勝負の分れ目です
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伊穴ｈ

ご絹

l1iHlliiiilllllIiliilillllIlliilil1liillillIIiiiliii カウボーイ競技

捕まえる方も大変てすが牛もとんだ災難です



(5)農協だより 昭和60年７月１０月

開催される”工

上位入賞者名籍

各部」位務

名一筵号地Ⅸ 氏

プルーピュティー
ーフニィァーヶェンペラー開陽「１１承］ 

２べトエレヘーダヨン
デポジターロカール

ーIf・ニーテーノＬアールチュ
３ 

クリスチートマI}－ＧＦ

ＴＭＢ７７Ｌテーション４ 
つ－．，ク

２ 第２侯Ⅱ[村Ｔｌｌｉ身

臓汗:臓丁I 

111標H１ rIZIll秀一

５マガらテイシヒル
ホープクラウン 露２俣ゾIiIiE原花

ヒーアチニー」フラー
マＵ－ 俣協憐本正皿ﾋﾞﾘ 

ローーーマシー「－ル

クリストーノﾃーンゴイ
鱗２供」111;lii\身

2ＭＰＦサウンド
武佐リークークIルシー

'〕、クリスト－７７－
第２朧エコーェーフＩＩＬ

８ 降永栄
ジュニアの部
チャンピオンとＲチャンピオンの前で記念撮蔑 ９ 髄偶発11W

■毎＄

10バインデール 隣橘桶謡信一｜’ソヒズヘーク

'’｜がﾋﾞ藩契鱗一倶瀞輔丼範篝

illil1Iiilii1iiiliiiiiiliIil1iLilillDllilililiiiiii！ 
ゾニニアチベ･ンヒオン

サニーテールアールチニクリスチナーアリー０Ｆ
ヅIl11E原正

Ⅱジュニアチャンピオン

ペ・トエレヘーンョンテポノウーガー,，

ｊｌｌｌ$ｉ１ｌｉ卿
ンニアチャンピオン

′､インテールハツヒメバーク澗勘精一
Ｒンニアチャグヒオン

０，クリエトーファーニコーエーフリノ，
横田先，it；

二nP1蕊鑓蕊;注

若き精鋭たちの優美な姿

第
十
六
回
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牝
（

進
会
が
、
去
る
六
月
二
十
一
日
・
’

十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
’
六

九
頭
出
陳
の
も
と
に
縣
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

二
年
連
続
審
森
に
あ
た
っ
た
家
畜

改
良
事
業
団
の
橋
場
技
師
の
話
に
よ

り
ま
す
と
「
全
体
と
し
て
経
産
牛
の

屑
が
厚
く
、
レ
ヘ
ル
か
高
く
な
っ
て

お
り
、
乳
器
の
改
良
も
進
ん
で
講
在

に
杵
心
し
た
」
と
の
事
で
し
た
。

こ
の
事
は
組
合
員
の
乳
牛
改
良
に

毎堅

審査員/橋場技師

【団体の部】

得点一

対
す
る
熱
意
か
大
き
く
あ
ら
わ
れ
た

事
に
よ
る
も
の
で
喜
ば
し
い
事
て

す
。
地
区
的
に
み
る
と
第
二
俣
落
地

区
が
四
年
連
続
の
団
体
優
勝
に
輝

き
、
新
し
い
擾
勝
旗
へ
向
っ
て
．
さ

ら
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
四
位

の
俣
落
地
区
が
今
年
は
準
優
勝
と
上

き
く
跳
進
し
、
層
の
厚
さ
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

今
後
、
管
内
・
全
道
と
共
進
会
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
出
陳
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
活
路
を
期
待
致
し
ま
す
．

lll向竹 地区老

優勝 第２供落 ２７６ 

蝉計優勝 俣 幣 ２３８ 

３．位 中標津 ２３８ 

４位 武 佐 1９６ 

５付 俵 `橋 1７８ 

６位

坐
元
Ｉ
 陽 1６２ 

７位 聖 陽 1４２ 

ｊ ｜～ ノスタイニノ共進会 ruるら/1Ａ園囮
|ｌ上位 門号 地|x、氏名

~プルーヒュティ・－
．７二.イア･‐クニー.ンベラーー 開陽 '１１慰栄_~．

￣、・眼､ニニレーミーンニョン

デポジター､ﾌグール 第２侯 Ⅱ;村TIli身

サニーーーテー‐ル

ク:；スチナー 蝉正臓正

回1ＭＢフデンヂ・シニリン
マジック

1:標111 正I::秀-－

マヴンテイン１.ル
ボープクラウシ 露２｝ ｿﾞIii正原正

ピー‐アチヱラン７'ラー

マ1ﾉー |農滞 憐本宝辿

ロー･マンテ・ル

タ1ノス１，ファージヨイ 第２煤 jlll;１．１１\身

２Ｍ.〕Ｆサウン.,

；j・クＬ・ク1１ 武佐 條永栄

()[）クリスト゛ファ一
二コェ・・フI）ノＬ

第２隈 櫛田光形

バィンテ宅-'し
ハツ1F･メバb･再ク

成橋 編謡信--

1： がパポススヵィピ.ニー‐
ピクターベネッ； 俣滞 斬り|;範美

lll向位 地×名 得点

優勝 第２倹落 ２７６ 

準優勝 俣落 ２３８ 

･位 ｢Ｉ．標津 ２３８ 

位 武佐 1９６ 

位 俵・橋 1/7８ 

位 開陽 二６２

７位 当陽 1４２ 
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六
月
一
日
か
ら
八
日
に
か
け
て

各
地
区
の
品
評
会
が
開
か
れ
た
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
地
区

と
も
、
最
高
の
条
件
の
中
で
賑
や
か

に
楽
し
ん
で
い
た
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
ど
の
地
区

と
も
、
、
叩
評
会
の
性
格
か
、
地
広
の

お
祭
り
的
な
性
格
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ

て
、
家
族
皆
ん
な
で
楽
し
ん
で
い

第36回俣落地区畜牛品評会

[各部］等衝〕

開催Ｎｐ／６月５日
出品頭数３０頭

可各
地
区
乳
牛
品
評
会
報
告

出品者

阿部職

【
石

iＺ 部

１ウィスエレベーションヘル

２ユリアナロメオエレヂーシヨン

３（ＪＣ）ウィソクアンリーベリテント

４チュンキーアーリンダパ')アントフタゴ

'５〈ｃｃ)ピーアチエランプラーマリー
|偶ローマンテールシネマコピーニイト

禮田誠一

愈
孝
述

部
見
本

真
鰯
催

蕊H1鍼－

ｃｃ（グランドチャンピオン！

.]Ｃ【ジュニアチャンピオン

た
。
各
地
区
の
役
員
さ
ん
は
、
牛
や

人
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
様

｝
て決
し
て
、
乳
牛
の
改
良
意
欲
が
減

退
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
代
の

要
請
が
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
と

思
う
の
だ
が
…
…
・

各
地
区
の
入
賞
牛
は
次
の
と
お
り

で
、
す
じ第16回武佐地区畜牛品評会

〔各部１等徴〕

開催月Ｈ６ｊｊ６ロ
}Ⅱ品箙錘ｄｏ伽

部名号出品者

」ファーストプライトパティークリスチナｌH中世一

２ウイローポンチャックペリアント萱岡秀fｔ

３（ＪＣ)デロレインネ，トキ･"ティー門馬派志

４ディフデターランジングクリストファー佐譲敏昭

５（ＧＣ)２ＭＰＦサウンドリータークリソンー 篠永栄

６クララク'1スタルレークハースト’''1馬正志

７ノーザンウィニーコンケスト安達和永

鈩彦、

クララク11スタルレークハース｝

ノーザンウィニーコンケスト

Ｌ 

第18回第２俣落地区畜牛品評会

〔各部Ｉ等貸］

開lIiH月日６月」日

出品頭数３８頭
第16回俵橋地区畜牛品評会

略部１牢賞〕

開lli月日６月８日
出品頭趣３２rｍ

部名号

Ｉサニーデールシルピアバープクリスチナ

出品者部悪号出品者

ｌヤマトスコーキーパリアント高嶋新作

２オールスタークリスタシプレスリーコハー太田功

３マーソンソャ，キーアチープメント〃

４（」Ｃ)７ＬンドリーインガキがＨＴ－芳
５コウセボクリスタノしウォーヵー伏見哲

iIIIT原7Ｆ

２（ＪＣ)サニーテールアールテニクリスツーナマリ－ＧＦ〃

３アールチェタイディホープⅡl村浦身

４トライコーンテルスターキット〃

５テルスターエースシティ〃

６〈ｃｃ)ﾌﾞライドシュープリームコメット｜|聖l光達男隔島信一６１（ｃｃ）バインテールハツヒメバー’

第16回当幌地区畜牛品評会

｢各部］等甘Ｉ

開催Ⅱ日
出,出頭澱

６月１日

３３野Ｉ
第16回中標津地区畜牛品評会

〔各部１卒武〕

６ｊｌ８ロ
５]頭

Bfll雁月日
出品頭轍

出品者部名号

１カウフレンドテルスタープリンセス

部名号出品譜

］ムーシヤィンフェアレディキット吉川敏郎

２チニンキーエレベーションナイト桜井幸一

３（」Ｃルス領ワールルンヤードハヅピーコンケスト１１ﾘ部文雄

４ランゲホームクリエーション花Ⅱl秀一

５エスプイコピークリスコ花Ⅱｌ稔

６スノープーツプＬステーゾクリスタン〃

７〈ｃｃ〉コソコネンプレンャスクリスタン桜ル幸一

日デコールホーブモデルラングラー花川稔

安田穂
.鍾丙

福材樋ロゲーェスァパソチェレベーションコピー

３１（ＪＣ）ノークリフロリクリンマダンテ

４１ロュグウニインスクリストプライト
Ｒ（cc)プライドビクターセレクト

Ｉ 

長正蹄iiガ

上野富丈

６ニレーーンョンクリスタルマリナー
J』

第33回開陽地区畜牛品評会

[冬部１等徽〕

l}l]催月日６j]７Ｕ
出品頭数３３頭

｣Ⅱ邑_ｆｉ
今Ｊ１:端消

幕学部

(ＪＣ）フイニィキ，トラーフアール

1Ｆ'1■栄三昼ｌハンジーア1Ｆミ弓J１カFﾌント

山崎陣３ヤンチニサウンドエコー

４ソャーランチェネリーヒープキソト

目（ｃｃ)ハィプIルジローャルェゴー

､｣ 

高儘勝鏡

部 腐号 i'私品名

ウィスーTヒレベ･‐ションベル 阿部穂

二I)~アナ・ロメォエレーー・ション 膿、誠・・

(ＪＣ）ウィックァンＩｊ・・パ;)アン;’ 真部愈

チニ.ンキー・ア･－リンダ(1)アント・ﾌタゴ |附兇素

((}Ｃ）iざ・・アチェランプラーーマ:ﾉー `松本､二jiu

□･---マンテニ･ルシネマ子ﾌtP--ライト 燕１１l誠一

部 名号 出品者

プァースl･プライトパティー・クリスチナ 蛍】F1.世..

２ ウイロ・‐ポンチ･毎ツクパリアン;、 萱岡秀f１

(ＪＣ>デロレィンネッドキッティー 門馬ifＺ

４ ･ディーフデタ・‐ランジングクリスいﾌﾞァー 佐譲敏昭

(ＧＣ)２ＭＰＦサウンド’》・ダーク;ルゾシ･‐ 樺永莞

クララク:ノスタルレ・・クハースト IⅡl馬正

ノ・ザンウイニーーコンケス「 安達和ガ

部 楯 『i品老

曇'j二･･デールシルピアパプクリスチナ。 ﾘI[]F原7Ｆ

(ｊＣ)サニーデルア･ルデニクリスチナマl)－０Ｆ

アールチェタイディホープ ;iI村禰身

トラィコーーンテルスタ･‐キット

テルスタ・‐エー‐スシデイ

<ｃｃ>プライドシュープリームコメット 国光達男

部 懲号111品者

ヤマトスコーキ・・（ アン. 高嶋新作

オールスターーク;ﾉス `プレスlﾉーコバー 大fI1功

マテラソンジャヅキーー f･－プメンI.

(､ＩＣ）~ブレンド･)・‐ ガキット ｉｉＴ－・芳

コウセゴクリスタノし 才一・ヵ－一 伏見哲

(ｃｃ)バインデ・ルハツヒメパーク 福島信一．

部 号 出品者

力１７フレン'.ｇテルスタ・‐プリンセス 妄ＨＪ穂

ヶ･－エスアパッチ･ざ｢､レペーシニフンコピーー 福材稔

（ｊＣ）ノークリフロックリンーマダンテ

｢yングウニイシスク:)ストプライ１ 長正路繭

((】Ｃ)プヲゴ:「どクターーセレクＩ I己野富夫

ニーレー達・ションクリスダルマ゛ノナ。

部 号１ｔ:{品譜

ムーシャインフヱアレディキッ!、 '11熟倶Ｉ

２ チーンキ・・ユレペーションうイＩ 桜井幸--

【」Ｃルスポワ･-ルクレンヤードハッピー・コンケスト |lﾘ部文雄

ラングｒＩ６坐クリエーション 花;::秀.．

ニスフーイコピ･－クリスコ 稚｣:：瀞

６ スノ･－ブーツプレステージク|)スタ＞

(ｃｃ〉コツFコネンプレシャスクリスタン 桜北幸・‐

〒。．．ルホ．、フ、毛:デルラングラ・‐ 花川；

部墹号 lll品脅

(Ｊ(｡〉フィニイキ’1.弓･ﾌｧｰｰﾙ 今ＪＩ:端iiv

バンジーァIFミラルヵゥンi、 中'ﾄﾞ栄.名

ヤンチニサウン!ｲエコーー １１:崎隙

ジャーランチェーネリ・・ど-ブキソト

(ｃｃ)ハイプリヅジロヤルエコー 高儘勝義
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乳
牛
は
、
私
達
が
鞍
え
る
怪
牧
草

を
綺
廠
に
食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん

放
牧
に
お
け
る
草
の
利
用
率
は
、

公
式
に
は
七
八
％
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
か
、
実
際
は
そ
ん
な
に
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
｜
、
に
放
牧
と

い
っ
て
も
、
そ
の
利
用
方
式
や
放
牧

時
間
な
ど
て
利
用
率
は
高
く
も
な

り
、
似
く
も
な
り
ま
す

「
草
丈
と
採
食
利
用
率

表
一
が
誠
す
と
お
り
、
単
丈
が
高

く
な
り
箪
量
が
豊
富
に
存
伽
し
て
も

実
際
の
採
食
量
は
塀
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
路
倒
不
食
残
業
や
糞
尿
汚

染
不
食
章
の
昂
が
噂
え
、
結
果
的
に

利
用
率
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
．

｜
｜
、
放
牧
時
間
と
採
食
量

｢圓團閥胴

放牧期の
飼養管理

、

’ 技 術

Ｎ_北根室地区農業改良普及所 ノ

表
一
一
か
示
す
と
お
り
、
放
牧
時
間

か
三
時
間
か
ら
五
時
間
の
間
で
は
、

採
食
里
に
変
化
か
認
め
ら
れ
ず
、
採

食
景
催
い
ず
れ
も
乳
牛
休
璽
の
約
一

○
％
と
な
匂
て
い
ま
す
）

し
た
が
っ
て
、
や
た
ら
に
放
牧
時

間
を
延
ば
す
事
は
、
そ
れ
だ
け
草
地

を
い
た
め
る
事
に
つ
な
が
り
、
葹
尿

に
よ
る
不
食
過
繁
草
を
増
や
す
こ
と

に
な
り
ま
す
旬

三
、
放
牧
方
法
と
排
糞
の
回
数

同
じ
時
間
を
放
牧
す
る
場
合
で
も

表
一
一
一
が
．
ぶ
す
と
お
り
、
放
牧
方
法
に

よ
っ
て
俳
葹
の
回
数
が
異
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
擁
食
景
を
確

保
し
、
草
地
を
い
た
め
な
い
で
放
牧

利
用
す
る
た
め
に
は
、
短
単
利
用
・

時
間
制
限
放
牧
を
励
行
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

四
、
放
牧
の
時
間
と
補
助
飼
料

放
牧
期
間
全
体
を
通
し
て
、
高
い

生
産
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
放
牧
利
用
後
の
草
丈
が
二
○

叩
か
ら
三
○
ｍ
に
回
｛
鰹
す
る
日
数
は

表
四
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

表
四
が
示
す
と
お
り
、
八
月
以
降

は
放
牧
草
の
再
生
が
遅
く
、
六
月
・

七
月
と
同
じ
管
理
を
し
て
い
る
と
、

乳
最
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
ま
す
。

伊已霊

表１放牧方式と草丈･採食利用率（北鐇(）

戸こ～篦丈別掌丈２０ｍ草丈４０ｍ草丈６０ｍ’
年間合計～～.～時間放牧昼夜放戦時間放牧桂夜放牧時ＩＨＩ放牧昼夜放牧，
現存量(生草kg/10風）３､6743,832４，６３４4,9686,33416,612
踏倒不貧賎歌k９２７７３３８８００1,0`1０2,254２B06

ふん尿汚染不食草kｇｌ７６３４１２６９７３９７１３1.776
操食蟄l埴3,2213,1533,56513,1893,3673,130

し
た
が
っ
て
、
几
月
．
十
月
を
待

た
ず
に
八
月
ご
ろ
か
ら
放
牧
卓
以
外

の
机
飼
料
（
乾
草
’
サ
ィ
レ
ー
ゾ
）
や

配
合
を
要
求
量
に
応
じ
て
給
陰
工
９
る

こ
と
か
人
切
で
す
』

Ⅲ
年
は
放
牧
地
を
減
ら
し
て
、
六

月
に
調
製
し
た
ビ
ゾ
グ
ベ
１
ル
サ
イ

3.565 

擁立刊川率､､８８１８２ 7７ 6４５３４７ 

表２放牧時間と採食 【慨釧艇拭

入り虻時勝入牧時の

体雨

1時NII当
灰分 孫.食f,； 休亜比

1時間Ⅱ２３４厘 ])孫食ﾋﾞバ レ
ー
ソ
を
夏
季
間
給
与
し
．
安
定
し

た
乳
生
産
を
実
現
し
た
事
例
が
兄
，
わ

れ
ま
し
た
。

五
、
晩
秋
放
牧
地
の
確
保

九
月
に
入
る
と
放
牧
地
の
収
景
は

六
Ｈ
に
比
べ
て
凡
○
％
に
藩
ち
込
む

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
防

３時間放牧1466.2ｋｇ24.6ｋｇ12.11《gllO3kK」 １５．７kｇ ４７．０k質10」ぬ

４時間放牧ll77］kID【21.81《：’113ｋｇ6.6kｇ 5.6k凶 IL3kH ４５．３k質９－FiVt

'５時|llI放牧’47431$ｇ２Ｌ６１ｉｇ９９ｋｇ７５ｋｇ 4.7ｋｇ３７Ｍ 9.51竿 １７．１kＨ］０.Ｕｐｂ 

蚕＝§、

表３放牧方法と排糞回数LI罫ｌ熈釧腱ｉＷ
－■ 

1時間目２時間目３時間'三１１４時間'三１計

３８１０５２６ 

区分

４時間j巫統放牧 髄

［
ゴ
■ Ｒ 1m 

■
■
 

午lili・午後２１１３
M］２１Ⅱl放牧 _［ａＬ４， 

籾！

ｐ
Ｌ
 畠 日 18 

表４草丈20～30cmに回復する日数 '荊彼篭ihMk所： ぐ
の
か
八
月
上
旬
の
施
肥
分
施
で

す
》
表
五
の
試
験
成
績
は
、
そ
れ
券

郡
し
て
い
ま
ず
勺
年
間
の
合
計
収
景

で
は
二
回
区
の
方
が
多
収
と
い
う
結

果
で
し
た
が
、
三
回
区
の
力
か
月
批

の
生
産
量
は
平
均
化
さ
れ
、
秋
川
の

収
四
一
ｍ
も
二
回
区
を
上
回
り
ま
し
た
卵
一

ｌ５ｊ」６ｆｌ

ＦＩ５２０ 
７院 ８)１９１］ｌＯｒ 

邪 2月 Ｉ ,Ｉ 

表５草地の施肥分施効果確認試験 【５５４杵典所：

帯IHiIi豐'４蝋:蝋，
３回目
（456） 

ＲｎｌＬ 

|聯期別収肌
区別

ｉ９１Ｉ２Ｂ９Ｈ３０ｐｌＩＯ)｣31日

！ 
標f僻施llu
２回灰 40k： 30k円 40雌 30k｣２ Ｌ2901蝋 4201slq 150k反

Ⅱ■ 

lｈ 標準施肥
３回灰

40k１２ 30k円 20kｇ 20kｇ 30kｇ Ｌ680kｇ ！ 510k尺 Z10kH 

草丈２０ｃｍ

時濁放牧 昼夜放牡

草丈４０ｃｍ

時間放牧 +も夜放牧

草丈６０値､，

時ＩＨＩ放牧 丑夜放牧

現存量(生草l《g/101） 3,674 3,832 4､6３４１ 4,968 6.334 6↑６１２ 

踏倒不貧賎蔀K９ 277 338 800 二.O《1０ 2,254 2.306 

S､ん尿汚染不食草k９ 二7６ 34］ 269 739 713 1.776 

採食蛍i[９ 3,221 3.153 3,565 3.189 3,367 3↑13(） 

擁立刊）Ⅱ率％ 8８ 8２ 7７ 6４５３ 4７ 

表１放牧方式と草丈･採食利用率，｣卜嘩劃,】

区分
入牧時の

体ＥＦｉ

入牧時間

１時借!;： ２，３ ４ Z-
L】

1時１１１１当

り)採食ｆＩｌ
採食

３時間放牧 466.2kｇ 24.6kｇ １２ロユi《９ :０ﾌ3kｇ ﾕ5.7kｇ ４７．()k９ 1().二％

４時間放牧 １７７．:kID【 2ﾕ.８１《： :ユ`3】[９ 6.6k賃 月-61辿 llHkⅡ 45.31鰯 9.5％ 

474.31$９ 2Ｌ()i《９ 9.()!(９ 7-51[９ 4.7i(９ 3.7kK 951梢 '7」![恩

表２放牧時間と採食1111剣【座!｣Ⅱ

区分 二時間[】 ２時間LＩ 3時間上Ｉ ４時間上！

４時'&Ijl2総放牧 鮭 ３ ８ 1０ 

午Iii・午後２時
１２］２i::i放牧

髄 ３ ８ ３ ４ ﾕ８ 

表３放牧方法と排糞回数､"４劃,,ル｣,，

騒ｊｊ ６ｊｊ ７月 ８凡 ９１］ １０１］ 

1r］ 2０ 2５ 2８ 3０ 3０ 

表４草丈20～30cmに回復する亘對楡i,』窒蛇n片耐，

区別
年間
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i肥赴

４５６ 

二im
J-r 

h」色

４jjZ 

２回i《

:2２ 

月30N

456 

(ﾖ[];11 
（456） 

８月二：！

時ｌＷ別収

９｝：２日 ｇノj30ロ 10)｣３１:｝ 

標ﾌﾞﾄﾞ:施ｌｌｕ
ｚｍｉ区 40kｇ 301(円 401 30】(９ ｉｉＬ,290'蝋 4201s９ 15(〕k９

標準施肥
回区

4〔)k９ 30kｇ 20kｇ 20]《９ ()k９ ＄：168(〕l《９ 520kｇ 210kｇ 

表５草地の施肥分施効果確認試験（Ｒ;iＩＩ群,J所！
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野
菜
は
農
薬
散
布
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
て
、
食
卓
に
そ
な
え
た
い

も
の
で
す
。

し
か
し
現
実
は
農
薬
を
散
布
し
な

い
で
良
質
の
野
菜
を
収
穫
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
最
少
限
の
農
薬
で
防
除
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
常
に
脚
埖
を

見
て
病
斑
や
虫
の
食
べ
跡
か
ら
病
害

虫
名
を
診
断
し
、
早
め
に
退
論
し
て

極
力
農
薬
の
散
布
を
減
ら
す
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

⑬
発
生
の
多
い
病
気

「
き
ゅ
う
り
の
黒
星
病

（
病
徴
］
若
い
茎
・
葉
・
幼
果
な
ど
か

侵
さ
れ
や
す
く
、
特
に
果
実
に
ヤ
ニ

を
分
泌
し
ま
す
。

［
要
因
）
や
や
低
協
・
多
湿
条
件
で
多

く
な
り
ま
す
。

（
防
除
］
①
種
子
消
毒
②
発
病
初
期

の
病
葉
・
病
果
は
見
つ
け
次
第
摘
除

③
低
温
で
雨
が
続
く
と
急
激
に
発
病

し
ま
す
の
で
幼
呆
や
生
長
点
付
近
・
輻

重
点
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
④
ダ

蟹
活
講
座
⑰

自
家
用
野
菜
の
病
害
虫

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

コ
ニ
ー
ル
水
和
剤
六
○
○
倍
液
、
ト

ソ
ブ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
「
五
○
○
倍

液
の
散
布
有
効
で
す

二
、
き
ゅ
う
り
の
灰
色
か
び
病

（
病
徴
］
幼
果
の
先
端
の
花
首
部
か
ら

発
病
し
灰
色
の
か
び
を
密
生
し
ま

す
「

（
要
因
】
気
柵
か
二
○
Ｔ
前
後
の
低
柵

で
多
湿
の
と
き
に
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
⑨

［
防
除
）
①
ハ
ウ
ス
縦
培
で
は
換
気
に

注
意
し
ま
す
②
発
病
期
に
は
、
い

ら
な
く
な
っ
た
花
弁
を
取
り
除
き
ま

す
”
ト
ソ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
「
几

○
○
倍
液
な
と
を
七
～
’
○
日
間
胴

て
散
布
し
ま
す

三
、
な
す
の
半
身
菱
ち
よ
う
病

【
病
徴
）
初
め
は
被
害
葉
の
半
分
か
壷

ち
ょ
う
し
、
進
腱
す
る
と
株
の
片
側

が
愛
ち
よ
う
し
ま
す
」
葉
柄
や
茎
を

切
断
し
て
み
る
と
導
管
部
が
禍
変
し

ま
す
．

（
要
因
】
地
温
二
一
一
Ｔ
～
二
五
Ｔ
前
後

の
と
き
に
発
病
し
や
す
く
、
ま
た
、

に『§､

土
壌
水
分
の
多
い
と
こ
ろ
に
も
発
生

し
ま
す
．

［
防
除
］
①
連
作
Ｍ
を
避
け
．
｜
｜
｜
Ｉ
Ⅲ
年

以
上
な
す
を
職
培
し
な
い
②
声
艇
害

株
は
披
き
取
っ
て
煉
却
す
る
③
で

き
る
だ
け
、
な
す
勿
根
を
い
た
め
な

い
で
職
塔
す
る
④
床
土
を
更
新
す

る
か
、
化
壌
消
毒
を
し
ま
す

●
防
除
の
困
難
な
病
害
虫

「
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
の
根
こ
ぶ
病

［
病
徴
］
発
病
す
る
と
発
育
が
急
に
悪

く
な
り
、
気
洲
の
高
い
Ｈ
中
は
し
お

れ
、
馴
夕
催
回
撹
炉
す
る
様
椛
を
繰
り

返
し
ま
す
炳
株
の
根
を
把
る
と
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
異
常
に
肥
大
し
て
、

こ
ぶ
か
つ
い
て
い
る
こ
ぶ
は
、
い

か
後
に
禍
変
し
腐
敗
す
る

（
防
除
］
①
無
病
苗
を
植
え
る
こ
と

②
発
病
地
は
四
～
五
年
の
輪
作
を
行

う
③
病
株
催
早
め
に
抜
き
取
り
土

中
深
く
埋
め
る
④
石
灰
チ
ッ
素
一

坪
（
’
一
一
・
一
一
一
Ｍ
）
当
た
り
一
一
○
○
ｇ
を

走
械
二
○
日
前
に
施
肥
し
、
定
樅
時

に
コ
ブ
ト
ー
ル
粉
則
一
株
当
た
り
八

～
几
苔
を
十
分
に
ｔ
と
札
和
し
て
植

え
る
⑤
畑
の
排
水
を
よ
く
し
、
高

う
ね
減
塙
に
心
が
け
ま
す
。

二
、
ダ
ニ
類

［
特
性
ア
ニ
は
昆
虫
の
仲
間
で
な
く

ク
モ
の
仲
間
で
す
．
好
条
件
卜
で
几

～
七
日
て
卵
か
ら
成
虫
に
な
り
ま

す
ｕ【
要
因
］
気
柵
か
高
く
、
乾
燥
条
件
下

で
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
．

【
防
除
］
①
常
に
葉
の
裏
面
を
観
察
し

一
匹
で
も
確
認
し
た
な
ら
ば
速
や
か

に
葉
の
裏
ま
で
十
分
防
除
し
ま
す

欝
篝
蟻
一
蕊

〆 Ⅲ
農
協
内
で
実
科
生
と
し
て
側
い
と
な
り
ま
し
た
」
ま
た
、
妓
後
に

灯
わ
れ
ま
し
た
現
在
、
巾
標
彬
を
流
し
．
｜
、
楽
し
い
交
流
の
場

－
川
口
、
中
標
津
Ⅲ
疎
林
公
川
で
午
後
か
ら
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
汁

に
よ
る
実
習
生
交
流
会
か
．
山
ハ
Ⅱ
目
Ｕ
紹
介
・
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
．

手
を
話
し
合
い
．
明
Ⅱ
へ
の
仕
謂

殖
か
一
同
に
集
ま
り
、
共
に
仕
虫
を
こ
の
場
を
も
っ
て
お
礼
申
し
卜

て
い
る
人
は
．
巾
凶
研
修
生
を
念
な
り
ま
し
た
が
各
関
係
機
関
に

幻
十
六
洞
ほ
ど
お
り
、
こ
の
霊
智
多
人
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
野

農
協
の
ｎ
百
水
部
長
に
挨
拶
を
い

議
会
会
便
て
あ
る
佐
膿
仙
康
氏
．

す
こ
の
Ｈ
は
哨
天
に
忠
ま
れ
脱

の
苦
労
話
や
、
こ
れ
か
ら
の
術
望
げ
ま
す

た
だ
き
、
雰
印
乳
業
の
山
Ⅲ
技
師

の
で
、
今
年
で
一
一
一
回
ｐ
Ｈ
と
な
り
、
三

の
力
と
な
る
よ
う
企
四
さ
れ
た
も

に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
上
催
牛
肉
に
門
つ
つ
み
を
う
ち
な
が
ら

晶鐸ｓｈ

②
抵
抗
性
か
着
く
め
て
、
殺
ダ
ニ
剤

を
二
～
｜
｜
｜
種
用
意
し
て
交
瓦
に
散
布

し
ま
す
③
テ
デ
オ
ン
、
ケ
ル
セ
ン
、

エ
カ
チ
ン
、
ア
ン
チ
オ
、
ア
カ
ー
ル
、

エ
ス
ト
ッ
ク
ス
等
が
効
果
あ
り
ま
す

か
、
作
物
に
よ
っ
て
適
用
か
異
な
り

ま
す
の
て
拡
意
か
必
要
で
す

（
ケ
ル
セ
ン
は
な
す
に
薬
害
）

P 

牛乳の旱飲みゲームを
楽しむ実習生

、

酪農実習生受入協議会、二催牛肉に番つづみをうちながらによる実弾腔交流会か、六川目Ｕ紹介・ゲ・ム等を狩虹一刈旧：中標津Ⅲ森林公川で午垂後からはソフＬ‐ボールで汗行われました現在、小磯椎を流‐）．一冊架・弧交流の場Ⅲ農協内で実科生として側いとなりました》また、舷後にている人は．胞凶研修生を念なりましたが．各関係機関に釣十六洞ほどおり．一閃霊智多人な訂協力をいただいた野生が一同に集まり、共に仕虫を一弱場をもってお礼申）上の警労話や、こ上から⑫個室俳顔す等を話し合い、明師Ｌへの仕謂の刀となるよう企画されたもので、今・年で決川学弘一なりますこの日は晴天腫忠まれ協議会会便である佐騰仙康氏、農協のｈ百水部長に挨拶をいただき、雰印乳業の山Ⅲ技師による屹杯で始まりました．
生習を渓ムｔ－しゲ婆

み飲早の乳牛
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▽▽▽▼▽▽▼▽▼▼▼▽▽▼▽▽▽▽ 

戸
菰
奔
Ⅵ
一
一
一
卜
に
崔
一
（
『
ヒ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｕ
扣
仏
伝
Ｌ
１
ノ
Ⅱ
．
｜
’
ラ
Ｌ
筐
邑
雷
崖
折
仏
ｎ
瓦
ｒ
｜
軒
Ⅵ
ム
バ
ア
、
市
Ｌ
Ｐ
』
－
し
■
■

，
④
ン
感
の
一
ｃ
可
學

▽
 

『繩⑥
左
い
も
の
で
す
。
▽
▽
 

▽
 
▽
 

あ
一
一
人
は
責
任
・
連
盟
の
奴
場
の
会
く
ち
ん
飼
う
こ
と
が
夢
這
っ
だ
ぜ▽
 

で
知
り
会
っ
厄
よ
う
で
す
。
六
月
に
よ
』
つ
で
す
。

▽
 

▼
 

．
君
で
な
く
て
も
よ
か
っ
だ
の
で
す
。
さ
ん
は
、
さ
ら
に
一
員
い
レ
ベ
ル
ザ

（
蒸
当
は
．
男
ら
し
い
彼
に
ゾ
ッ
コ
で
営
農
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ｗ

▼
 

邸
㈲
）
畑
〆
憲
の
で
す
蜜

▽
 

だ
い
も
の
で
す
。
▽
▽
 

▼▽▽▽▽▼▽▼▽▽▼▽▽▽▼▽ 

や
リ
ヮ
ヮ
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▽
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▽
▽
▼
▽
▽
▽
▼
▽
▽

▼
 

▽
 

▼
人
の
出
会
い
と
い
う
の
は
、
出
睾
’
三
の
神
様
だ
と
い
う
。
な
ん
と
も
佐
藤
農
場
は
牛
と
馬
鈴
薯
の
▽

▼
 

▽
 

▼
｜
公
当
に
わ
か
ら
な
い
も
の
。

奇
妙
な
話
な
の
這
が
、
よ
く
聞
い
て
酪
畑
混
合
農
業
を
堂
ん
一
ｃ
い
―
―
。
▽

▼
こ
の
一
一
人
の
場
合
は
電
波
か
み
る
と
、
幸
一
二
｜
ロ
ガ
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
す
か
、
経
営
墓
一
瞳
一
は
当
農
協
で
ｗ

▼
 

▼
 

▽
 

▼
 

▽
 

▼
▽
▼
▼
▽
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▽
▽
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
 

▼
 

▽
 

▼
｜
…
蝋
；
周
獅
１
１
縢
虫
一
．
垂
結
鱈
す
る
ま
で
一
二
年
の
交
際
期
間
か
敏
く
ん
は
根
室
支
庁
の
農
業
Ｕ
▽
 

あ
り
ま
し
た
か
プ
ロ
ポ
ー
ズ
も
芯
学
園
で
墓
礎
知
識
一
亡
見
に
つ
け
▽じ

く
、
な
ん
と
な
ぎ
一
緒
に
な
っ
厄
と
一
つ
で
は
、
ご
両
親
の
片
腕
‐
こ
な
ザ▽
 

話
し
て
い
ま
し
だ
。
本
当
な
ん
で
し
っ
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
 
り

ょ
う
か
？

悩
み
と
い
え
ば
、
粗
飼
料
が
り▽
 

保
江
さ
ん
は
一
崖
協
の
生
活
店
舗
に
不
足
気
砿
に
な
る
こ
と
で
す
か
▽▽
 

’
一
一
年
余
り
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
補
助
篁
業
を
効
率
よ
く
利
用
し
▽▽
 

彼
女
も
大
変
怠
動
物
好
き
で
、
幼
な
草
地
の
一
更
新
露
一
・
を
高
め
、
舅
と
▽▽
 

い
頃
か
ら
農
家
の
一
の
嫁
さ
ん
に
な
り
負
を
確
保
し
た
い
と
話
す
好
聖
閂
▽▽
 

広
い
エ
地
で
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
左
年
で
す
。

▽
 

線
で
一
父
Ｅ
し
て
い
る
と
、
何
人
か
応
も
ト
ッ
ブ
ワ
ラ
ス
に
あ
り
牢
▽Ｕ
 

苔
し
た
中
に
彼
女
が
含
ま
れ
て
い
て
で
も
個
体
乳
量
八
○
○
○
キ
□
▽▽
 

そ
の
後
、
｜
父
際
す
る
よ
う
に
な
っ
だ
は
特
筆
一
一
ｇ
べ
き
こ
と
。
こ
の
原
Ｕ▽
 

と
の
こ
と
。

動
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
草
地
⑪▽
 

｜
巨
美
さ
ん
は
動
物
か
大
好
き
。
小
の
一
望
新
率
に
あ
り
、
馬
鈴
薯
と
▽▽
 

さ
い
時
か
ら
農
家
の
お
塚
さ
ん
に
な
の
輪
年
で
一
一
○
％
｜
と
維
持
し
て
Ｕ▽
 

る
と
決
め
て
い
Ｅ
・
廷
か
ら
生
．
と
結
い
る
。
良
質
組
飼
料
の
生
産
に
▽寸

婚
し
だ
よ
う
な
も
の
。
相
手
は
幸
一
意
欲
を
燃
や
す
幸
一
君
と
臣
一
案
じじ

〆司

和
風
の
食
事
の
基
礎
は
一
汁
一
菜

で
、
こ
れ
は
ご
飯
と
什
物
と
お
か

(一汁＝菜）

》
和
風
料
理
の
配
膳
《

<一汁二菜）

ｅ(､G)② 
－
‐
 

轡塗藝
魯塞鐵

〃"」

配膳の

し誉たりⅦ81重、

罪の註
挿壹、

一

1-7-㎡
●一汁二菜に酢の物、あえ物をプラス●左手前に茶碗、右'二汁碗、右向二う

に向こうづけ(薊L身)、左向二うに
煮物(焼き魚、揚げ物)．喬の物は牛
央わや手前

、ひ・・
〈j酉の席では＞

ず
、
お
か
ず
を
一
品
添
え
れ
ば
一
汁

二
菜
、
さ
ら
に
も
う
一
品
加
え
れ
ば

一
汁
三
葉
と
い
う
形
に
な
り
ま
す

が
、
二
れ
が
毎
日
の
食
事
で
は
一
般

的
で
し
よ
、
１
昔
な
が
ら
の
し
き
た

り
ど
お
り
の
置
き
方
は
食
べ
や
す

く
、
取
り
や
す
く
が
坐
本
な
の
で
、

正
し
く
配
膳
す
る
と
自
然
に
箸
が
運

ぶ
も
の
で
す
。
和
風
に
か
ぎ
ら
ず
、

洋
風
・
中
華
風
の
し
き
た
り
も
知
っ

て
い
れ
ば
、
集
ま
り
の
席
で
も
楽
し

さ
は
惰
加
し
ま
す
。’ 

「

’ 
ｏご飯茶碗を【まずし、時計回I」'二竹滑るすらす

i;i､:i訂
しきたり輿

￣ 
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今
回
、
研
修
の
主
目
的
と
し
て

金
融
店
舗
の
改
修
に
あ
た
り
、
参
考

に
す
る
た
め
組
合
員
は
も
と
よ
り
、

顧
客
と
の
対
応
等
に
つ
き
、
先
進
農

協
研
修
を
理
事
会
に
お
い
て
決
定

し
、
役
職
員
九
名
に
て
、
二
泊
一
一
一
日

の
日
樫
で
視
察
研
修
を
行
っ
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
“

視
察
先
に
つ
い
て
は
北
信
連
の
紹

介
に
よ
り
厚
別
・
野
幌
の
両
農
協
、

北
信
連
事
務
セ
ン
タ
ー
、
北
農
電
算

セ
ン
タ
ー
で
研
修
し
、
帰
り
に
は
、

ホ
ク
レ
ン
モ
デ
ル
シ
ョ
ソ
プ
を
見
学

い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
十
二
日
に
出
発
し
、
午
後

よ
り
豊
平
福
住
の
北
信
連
事
務
セ
ン

タ
ー
に
て
、
信
用
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

次
第
重
Ｌ

こ
の
建
物
は
大
変
立
派
な
も
の

で
、
管
理
は
別
会
社
に
委
託
さ
れ
て

お
り
、
温
度
調
整
器
な
ど
の
各
種
計

機
、
停
電
対
策
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
、
九
名
に
よ
り
、
二
十
四

時
間
体
制
を
敷
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
北
農
電
算
セ
ン

タ
ー
も
入
居
し
て
い
る
訳
で
す
が
、

北
信
連
の
技
術
者
七
十
一
一
一
名
、
北
農

電
算
セ
ン
タ
ー
八
十
二
名
の
合
計
百

五
十
五
渦
が
二
千
八
百
坪
の
事
務
所

で
働
い
て
い
ま
し
た
。

建
物
関
係
の
投
資
が
二
十
五
億
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
投
資
が
七
十

億
と
の
説
明
が
あ
り
、
驚
き
と
時
代

の
先
端
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。

内
部
に
は
研
修
の
場
所
も
あ
り
、

実
際
に
入
金
の
仕
方
・
通
帳
作
成
等
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
出
入
機
）
使
用
〃

法
を
勉
強
し
て
き
た
訳
だ
が
、
説
明

に
よ
る
と
五
十
六
年
よ
り
、
構
想
に

着
手
し
、
五
十
八
年
三
月
に
完
成
、

五
十
九
年
九
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
タ

ー
ト
（
百
十
入
農
協
）
と
い
う
こ
と
で

六
十
年
度
に
は
百
四
十
農
協
が
加

入
、
そ
し
て
六
十
一
年
末
に
は
九
十

"室貝

ン
ラ
ィ
ン
カ
式
）
に
よ
り
ｊ

服
、
ネ
ソ
ト
サ
ー
ビ
ス
か
可

能
と
な
り
、
決
済
機
能
の
拡

充
強
化
を
推
し
進
め
る
必
然

性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
指
定
ｕ
座
で

入
出
金
を
自
動
的
に
全
国
ど

こ
で
で
も
出
来
る
仕
組
み
と

な
る
訳
で
、
為
替
・
給
与
・

年
金
・
公
共
料
金
等
、
広
範

な
業
務
が
含
ま
れ
る
こ
と
に

力
。
『
６
．

問
題
点
と
し
て
、
現
段
階

で
は
系
統
の
中
で
し
か
全
国

一
不
ソ
ー
ト
に
な
ら
な
い
の
で
、

他
金
融
機
関
で
指
定
口
座
が

％
が
網
羅
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。さ
て
、
こ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

他
金
融
機
関
と
の
競
争
、
金
融
繊
造

の
変
化
等
に
よ
り
体
面
の
強
化
を
図

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
訳

で
す
な
わ
ち
、
即
時
処
理
方
式
（
オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
）
に
よ
り
、
全
級
加

口

使
え
な
い
点
か
．
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な

っ
て
も
完
全
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

さ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
る
と
、

各
農
協
に
は
、
端
末
機
だ
け
に
な

り
、
貯
金
元
帳
は
す
べ
て
セ
ン
タ
ー

に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
よ

り
行
っ
て
き
た
沁
帳
索
引
や
後
日
記

帳
な
ど
、
相
当
部
分
の
事
務
処
理
か

機
械
に
清
き
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
即
座
に
大
量
の
仕
事
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

今
後
の
問
題
点
と
し
て
、
資
金
量

の
吸
収
を
ど
う
伸
ば
す
か
が
仕
事
の

分
野
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
対

ｆａ、

耳劉l友表情で説明を受ける役員(北信連事務センターにて】

応
か
農
協
の
課
鼬
で
あ
る
。

次
に
北
農
電
算
セ
ン
タ
ー
で
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

六
十
年
よ
り
三
年
間
を
目
途
に
移

行
中
の
農
協
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
次
第
で
す
。
こ
れ

は
、
営
農
指
導
・
組
合
員
対
応
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
も
の

で
、
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
の
内
容
が
、

①
様
式
の
変
更
②
残
高
照
会
③

漢
字
の
使
用
④
統
計
資
料
⑤
営

農
コ
ー
ド
内
訳
科
目
の
細
分
化

以
上
の
よ
う
な
新
様
式
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
指
導
・
相
談
も
能
率

が
向
上
す
る
で
あ
ろ
う
。

問
題
点
と
し
て
経
費
の
問
題
が
あ

る
が
、
将
来
を
考
え
る
と
農
協
と
電

算
セ
ン
タ
ー
本
所
と
直
接
セ
ッ
ト
す

る
方
法
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
近
い
将
来
、
本
所
・
農

協
・
組
合
員
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

て
セ
ッ
ト
さ
れ
る
時
代
も
考
え
ら
れ

て
来
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
金
融
と

営
農
指
導
と
の
連
携
を
ど
う
進
め
て

い
く
か
、
内
部
体
制
を
ど
う
整
理
し

て
い
く
か
も
課
題
と
な
る
で
あ
る

や
つ
。

（
つ
づ
く
）
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好
天
に
恵
ま
れ
六
月
十
九
日
Ｉ
ニ

ー
ロ
迄
の
二
日
間
、
中
標
津
町
農
協

て
ん
菜
生
産
振
興
会
主
催
に
よ
る
先

進
地
婦
人
視
察
研
修
が
長
繩
会
長
、

阿
部
副
会
長
以
下
Ｉ
六
名
の
参
加
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
農
協
前
を

九
時
出
発
○
途
中
降
霜
の
被
害
を
横

目
に
、
ま
ず
最
初
の
視
察
箇
所
で
あ

る
南
網
走
農
協
に
到
一
有
そ
こ
か
ら

は
ホ
ク
レ
ン
南
網
走
原
料
の
崎
所

長
、
武
田
主
任
の
案
内
に
よ
り
南
網

走
農
協
澱
粉
工
場
を
視
察
し
ま
し

ｎW輔い 十
四
・
十
五
日
両
日
に
発
生
し
た

遅
霜
・
異
常
低
温
で
町
内
て
は
、
馬

降霜の被害深刻〃

て
ん
菜
振
興
会
】

真
夜
中
過
ぎ
の
婦
人
研
修
終
え
ろ

■
■
■
■
 

た
。
工
場
内
で
は
工
藤
製
造
課
長
の

説
明
で
急
速
土
壌
改
良
材
製
造
施

設
（
生
ポ
テ
ト
ベ
ル
プ
堆
肥
製
造
工

場
）
を
重
点
的
に
研
修
し
、
士
づ
く

り
⑪
基
本
を
学
び
ま
し
た
。
続
い
て

南
網
走
農
協
管
内
で
も
模
範
的
営
農

集
団
内
に
属
す
る
渡
辺
由
市
氏
の
圃

場
を
視
察
四
四
月
一
一
十
二
日
に
定
植

さ
れ
た
ビ
ー
ト
と
あ
っ
て
、
そ
の
成

育
ぶ
り
は
見
学
者
一
同
た
め
息
を
つ

く
ば
か
り
で
、
大
き
い
も
の
で
は
葉

長
三
十
セ
ン
チ
を
越
え
る
も
の
さ
え

鈴
し
よ
と
テ
ン
ト
コ
ー
ン
に
擢
減
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
馬
鈴
し
ょ

は
萠
（
ほ
う
）
芽
し
た
個
体
す
べ
て
、

葉
は
そ
の
後
黒
色
に
デ
ン
ト
コ
ー
ン

は
地
上
部
分
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
霜
害

を
受
け
て
黄
色
に
変
色
し
て
し
ま
っ

た
。
十
五
日
、
中
標
津
町
・
北
根
室

地
区
農
業
改
良
普
及
所
・
中
標
津
町

農
協
の
三
者
で
行
っ
た
霜
害
の
被
害

調
企
の
結
果
、
馬
鈴
し
ょ
は
千
四
百

五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
七
百
六
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
五
二
・
四
％
｝
、
テ
ン
ト
コ

ー
ン
は
耕
作
面
積
の
一
○
○
％
の
二

侭舜､

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
参
加
者

達
は
前
向
き
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
物
怖

じ
す
る
こ
と
な
く
、
栽
培
技
術
等
を

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
集

iiiiiiiimm烏

百
八
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
。
技

術
対
策
と
し
て
馬
鈴
し
よ
の
場
合
、

⑪
早
急
に
中
耕
を
行
い
地
温
を
上
昇

さ
せ
る
②
追
肥
や
葉
面
散
布
し
な

い
③
疫
病
の
早
期
発
見
と
防
除

テ
ン
ト
コ
ー
ン
は
、
Ⅲ
急
い
で
廃

排
し
な
い
で
回
復
を
待
つ
②
新
し

い
芽
か
出
て
か
ら
中
耕
を
行
い
、
除

草
剤
散
布
は
当
面
し
を
い

を
農
協
同
報
無
線
を
通
じ
連
絡
し
た

通
り
で
す
。
道
立
農
試
の
観
測
に
よ

る
と
、
十
四
日
は
氷
点
下
二
度
、
十

五
日
は
同
一
’
五
度
の
最
低
気
温
を

嵐JGr0
-宅

丹

態
泳
喫
章

印
■
づ
■
白
■
■
■

》
茸
莚げ
み
二

％
少

Ｇ
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団
の
機
械
車
庫
を
見
学
。
｜
日
六
へ

ク
タ
ー
ル
の
作
業
能
力
を
も
つ
、
六

畦
用
の
セ
ン
サ
ー
付
移
植
機
、
同
じ

く
一
日
五
～
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
能
力

を
も
つ
イ
タ
リ
ア
製
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

等
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
き
の

連
発
で
し
た
。
｜
時
三
十
分
、
視
察

の
感
想
坐
笙
父
え
な
か
ら
昼
食
を
終
え

た
後
、
南
網
走
農
協
前
を
出
発
・
慰

安
を
目
的
と
し
た
交
流
地
、
温
根
湯

ホ
テ
ル
へ
と
向
い
ま
し
た
．
六
時
、

ほ
こ
り
と
汗
を
流
し
た
後
、
い
よ
い

よ
交
流
会
の
開
蕾
琵
阿
部
副
会
長
あ

い
さ
つ
の
後
、
原
料
所
秋
野
主
任
に

よ
り
乾
杯
が
な
さ
れ
、
参
加
者
達
は

記
録
。
奥
根
室
地
方
は
、
六
月
の
遅

瀧
に
見
舞
わ
れ
た
。
北
に
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
気
圧
、
南
に
前
線
か
停
滞
す
る

な
と
し
て
、
北
東
の
風
に
乗
り
冷
た

い
湿
っ
た
空
気
か
流
れ
込
ん
だ
た

め
。
根
釧
地
方
は
、
昭
和
七
年
六
月

二
十
九
日
の
晩
霜
で
、
農
作
物
の
生

育
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
今

回
の
被
害
裡
度
は
そ
れ
以
来
五
十
三

年
ぶ
り
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
の
天
候

次
第
で
は
、
作
柄
の
回
復
の
望
み
を

つ
な
げ
る
の
で
管
理
作
業
の
よ
り
徹

底
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

侭ﾛＮｂ

思
い
思
い
の
ま
ま
に
夜
の
研
修
へ
十

人
っ
て
い
き
ま
し
た
。
家
の
外
に
出

る
機
会
の
少
な
い
二
婦
人
に
と
っ
て

は
、
貴
重
な
時
間
と
あ
っ
て
か
、
日

中
の
疲
れ
も
児
せ
ず
に
、
歌
に
ダ
ン

ス
に
真
夜
中
過
ぎ
の
温
根
湯
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
二
十
Ⅱ
九
時
三
十

分
、
ホ
テ
ル
を
出
発
ｕ
途
巾
、
北
き

つ
ね
牧
場
・
水
族
館
を
見
学
の
後
、

北
見
市
内
で
自
由
行
動
等
の
日
程
を

定
刻
通
り
終
え
、
無
事
帰
町
し
ま
し

た
③
二
日
間
の
研
修
を
終
え
て
、
事

故
も
な
く
、
意
義
の
あ
る
話
を
心
身

共
に
感
じ
と
っ
た
参
加
者
の
皆
様
に

は
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

Ｉ
”
い
ぐ
凶

被害後１０日目の状況
西中:小林農場にて撮影

被害直後の馬鈴悪
西中:小林農場にて
６月１５日撮影
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の
取
付
、
指
名
願
提
出
業
者
入
社
パ
ル
ク
ク
ー
ラ
の
導
入
機
種
（
ォ

北
農
電
算
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ク
五
、
長
期
共
済
の
一
斉
推
進
実
績
に

第
三
回
理
事
会

の
内
五
社
を
入
札
参
加
指
名
業
君
リ
オ
ン
，
ア
ル
フ
ァ
等
）
は
、
部

レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
手
稲
前
田
店
つ
い
て

開
催
月
日
六
月
七
日

に
選
定
一
見
積
り
設
計
は
北
農
設
品
交
換
、
故
障
修
理
、
ア
フ
タ
ー

舗
六
、
昭
和
五
十
九
年
度
共
済
事
業
侭

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室
計
セ
ン
タ
ー
に
符
々
原
案
ど
お
り
サ
ー
ビ
ス
等
の
行
き
届
く
銘
柄
に
海
外
研
修
は
、
今
年
と
来
年
と
良
組
合
表
彰
の
受
賞
に
つ
い
て

〈
議
案
〉

決
定
し
ま
し
た
、

限
り
承
認
さ
れ
た
。

’
一
回
に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
七
、
五
十
九
年
度
法
人
税
の
申
告
に

「
昭
棚
八
十
年
度
制
度
査
産
（
近
皿
生
活
店
舗
の
塗
装
に
つ
い
て
一
一
、
生
活
店
舗
業
務
推
進
体
制
に
つ
な
り
ま
し
た
．

つ
い
て

代
化
資
金
）
の
申
込
に
つ
い
て
施
工
業
街
の
選
定
は
管
理
購
買
い
て

四
、
水
洗
化
工
事
に
つ
い
て
八
、
塒
買
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

事
業
瞥
一
一
、
几
一
九
千
川
委
員
会
に
付
託
し
、
工
期
・
工
事
営
業
、
数
、
営
業
時
間
、
勤
務
事
務
所
・
資
材
店
舗
・
生
活
店
て

補
助
金
六
、
’
一
一
○
’
千
Ⅲ
予
算
等
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
体
制
、
業
務
手
当
等
、
六
月
一
日
舗
に
つ
い
て
は
今
年
中
に
水
洗
化
九
・
サ
シ
バ
エ
の
防
疫
対
策
に
つ
い

伽
資
額
一
一
、
○
○
○
千
円
決
定
し
ま
し
た
。

よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

て

自
己
資
金
四
、
六
一
八
千
円
五
、
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

た
。

〈
報
告
事
項
〉

Ｉ
、
そ
の
他

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
．
後
継
省
の
持
分
か
満
度
に
達
し
一
一
「
役
員
に
よ
る
道
内
農
協
金
融
事
「
酷
対
役
員
会
の
経
過
に
つ
い
て
Ｈ
利
用
者
懇
談
会
に
つ
い
て

一
一
、
第
二
回
農
業
祭
の
開
朧
に
つ
い
て
い
る
詣
で
承
認
さ
れ
原
案
と
お
業
祝
祭
研
修
及
び
海
外
研
修
に
つ
一
一
、
北
根
室
地
区
農
業
改
良
協
議
会
口
共
販
委
国
量
奏
の
資
料
に
つ
い
て

て
り
決
定
し
ま
し
た
＆

い
》
」

土
壌
診
断
室
勤
務
職
員
の
身
分
に
㈹
職
組
か
ら
の
要
求
に
対
し
て
の

、
縄
・
場
所
・
催
物
・
予
算
等
〈
協
議
事
項
〉

道
内
研
修
は
次
の
と
お
り
行
う
つ
い
て

回
答
に
つ
い
て

ｉ
Ｉ
ｉ
…
ｉ
１
１
ｌ
ｉ
ｉ
…
…
ｉ
ｌ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
…
…
…
…
…
；
…
…
…
！
 

ツ
リ
ー
ズ

子
供
の
背
を
伸
ば
す
に
は

成
長
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
む

牛
乳
を
飲
ま
せ
る
の
が
一
番
有
効

理
事
会
の
経
過管
理
栄
養
士
浦
田
房
江

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
．
「
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
人
替
に
伴
う
機
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
会
計
検
査
に
つ
い
て

二
、
事
務
所
増
改
築
に
つ
い
て

種
に
つ
い
て

日
髭
Ⅱ
六
月
十
一
一
日
Ｉ
ｒ
四
日
四
、
中
‐
標
津
空
港
拡
張
に
伴
う
町
有

増
築
の
規
模
、
改
築
、
墓
玄
関
畜
産
基
地
建
設
覗
蕊
に
係
わ
る
研
修
先
Ⅱ
野
幌
・
厚
別
農
協
、
緑
ヶ
丘
牧
場
の
賃
貸
に
つ
い
て

牛示乳
の
効
用
鋤
」

俸巳､

●
戦
後
に
な
っ
て
子
供
の
身
長
が
十

一
セ
ン
チ
伸
び
た

城
前
は
約
一
六
○
セ
ン
チ
だ
っ
た

二
１
歳
男
子
の
平
均
身
長
が
、
現
在

で
は
一
七
○
セ
ン
チ
を
越
え
ま
し

た
。
十
歳
児
の
平
均
身
長
は
．
こ
の

間
に
十
一
セ
ン
チ
以
上
伸
び
て
い
ま

半
Ｌ
も
う
少
し
細
か
く
十
歳
児
の
身

長
の
伸
び
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
』

男
子
の
平
均
身
長
は
、

昭
和
一
一
十
一
一
一
年
一
二
』
ハ
．
｜
ザ

昭
和
四
十
三
年
一
一
二
三
・
九
半

昭
側
五
卜
七
年
一
三
七
・
五
準

女
子
の
平
均
身
長
は
、

昭
側
一
一
十
三
年
一
二
五
・
七
竿

昭
和
瓜
十
三
年
一
三
四
’
八
宿

昭
和
立
十
七
年
一
三
八
・
○
琶

と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
生
時
に
は
大
し
て
差
が
な
い
の

に
、
こ
れ
だ
け
の
伸
哩
を
示
し
た
最

伝雪

大
の
理
由
と
し
て
食
生
活
の
改
蕾

か
あ
げ
ら
れ
ま
す
で
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
生
活
は
米
が
中
心
で
し
た

か
、
戦
後
し
だ
い
に
卵
や
肉
の
摂
取

量
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

牛
乳
・
乳
製
品
も
著
し
く
普
及
し
た

の
で
す
や

明
治
の
は
じ
め
か
ら
、
日
本
で
も

牛
乳
が
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
「
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
前
は
特
別
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な
栄
養
源
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ま
り
、
誰
も
か
れ
も
が
日
常
的
に

ｕ
に
で
き
る
食
壯
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。

東
京
都
民
の
場
合
、
昭
和
二
十
二

年
に
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
が
、
平
均

一
人
一
日
一
グ
ラ
ム
し
か
と
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
調
企
資
料
が
あ

り
ま
十
や
こ
れ
に
対
し
、
四
十
年
に

は
、
｜
人
一
日
一
八
五
グ
ラ
ム
、
Ⅲ
十

七
年
に
は
一
一
一
一
九
グ
ラ
ム
と
増
え
て

い
ま
す
Ｅ

栄
養
摂
取
量
を
み
て
も
、
昭
机
二

－
二
年
に
、
タ
ン
パ
ク
質
六
．
グ
ラ

ム
（
動
物
性
タ
ン
ペ
ク
質
一
一
一
一
グ
ラ

ム
｝
、
カ
ル
シ
ウ
ム
二
四
○
ミ
リ
ク
ラ

ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
○
・
六
五
ミ
リ
グ

ラ
ム
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
五
十
八

年
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
八
○
グ
ラ
ム

（
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
三
几
グ
ラ
ム
一

カ
ル
シ
ウ
ム
Ⅵ
六
九
グ
ラ
ム
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
一
・
四
ミ
リ
ヶ
ラ
ム
と
僻
以

上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
身
長
の
伸

び
と
牛
乳
、
あ
る
い
は
卵
・
肉
・
魚

な
ど
の
摂
取
量
の
増
川
に
密
接
な
関

連
の
あ
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

●
骨
を
つ
く
る
の
に
牛
乳
が
大
い
に

特
》
立
つ

牛
乳
が
身
長
の
伸
び
に
貢
献
し
て

い
る
理
由
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
牛
乳
に
含
ま
れ
る
良
質
の

タ
ン
パ
ク
質
は
、
成
長
促
進
の
効
果

を
も
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
骨
が

で
き
る
と
き
、
は
じ
め
は
タ
ン
ペ
ク

質
の
一
種
で
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
基

礎
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
こ
に
カ
ル
シ

ウ
ム
と
リ
ン
酸
が
結
合
し
て
沈
着

し
、
し
っ
か
り
し
た
硬
い
骨
が
完
成

す
る
の
で
す
。

ま
た
、
牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
も
見

逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
含
有
量

か
ら
い
っ
て
も
、
吸
収
率
（
他
の
食

ロ
川
の
二
悟
｝
か
ら
い
っ
て
も
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
供
給
源
と
し
て
は
、
牛
乳

に
ま
さ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ

ル
シ
ウ
ム
は
、
閑
や
骨
の
成
分
と
し

て
不
可
欠
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
勺
と
く

に
成
長
期
に
お
い
て
は
、
非
常
に
重

要
な
栄
養
素
と
い
え
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
は
「
成
長
促
進
ビ
タ

ミ
ン
」
と
も
い
わ
れ
、
不
足
す
る
と

正
常
な
発
育
に
支
碑
櫟
と
き
た
す
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
不
足
は
ま
た
、
病
気

に
対
す
る
抵
抗
〃
も
低
下
さ
せ
ま

す
。
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
日
不
足
は
、

倦
怠
感
・
目
の
充
血
・
口
角
炎
も
ひ

き
起
こ
し
ま
す
Ｃ
ｕ
角
炎
は
昔
は
よ

八?可■

く
児
ら
れ
た
も
の
で
、
唇
の
端
が
職

に
裂
け
、
黄
色
い
か
き
ぷ
た
が
で
き

る
病
気
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
良
質
の
タ
ン

パ
ク
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ヒ
タ
ミ
ン

日
を
豊
富
に
含
む
牛
乳
は
、
成
長
に

は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
食

品
な
の
で
｛
Ｌ

こ
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
と
、
子
供

の
身
長
を
伸
ば
す
た
め
に
、
牛
乳
ば

か
り
飲
ま
せ
よ
う
と
考
え
る
方
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
は
山
圃
壜
い
で
す
。

誰
で
も
牛
乳
を
飲
め
ば
必
ず
身
長
か

伸
び
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
飲
め

ば
飲
む
ほ
ど
身
長
か
伸
び
る
と
い
う

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
牛
乳
は
あ

く
ま
で
も
噸
成
長
に
必
要
な
も
の
”
と

瀞
え
て
、
適
当
な
量
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

実
は
牛
乳
を
過
信
し
て
い
る
お
母

さ
ん
か
案
外
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
な

か
に
は
、
’
１
二
歳
半
く
ら
い
の
幼

児
に
、
な
ん
と
八
○
○
－
’
○
○
○

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
も
牛
乳
を
飲
ま
せ
て

い
る
と
い
う
万
が
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
お
母
さ
ん
が
、
子
供
の

食
欲
か
な
い
と
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
、
当
然
で
す
。
牛
乳
は

胃
に
二
・
五
時
間
く
ら
い
滞
留
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
唾

そ
の
た
め
、
食
事
の
前
に
た
く
黄
←

ん
飲
む
と
食
欲
に
影
響
が
出
る
の

で
、
控
え
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
、
そ
し
て
子
供
は
、
｜
日
に
四
○

○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
縄
度
に
お
さ
え
て

く
だ
さ
い
ご

学
校
の
給
食
で
一
本
（
二
○
○
ミ

Ⅱ
リ
ッ
ト
ル
｝
飲
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
あ
と
一
本
を
家
で
補

う
よ
う
に
し
ま
す
七

最
近
、
清
涼
飲
料
水
を
飲
む
子
供

、' 

（ 

、
ノ臨時休業のお知らせ

/｢■眉､

七
月
二
十
日
は
中
標
津
神
社
例
大

祭
の
だ
め
、
事
務
所
・
生
産
盲
（
材
店

舗
・
給
油
所
が
臨
時
休
業
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
金
融
共
済
・
人
工
授
精
・

生
活
店
舗
業
務
は
平
常
ど
お
り
営
業

い
た
し
ま
．
す
。

な
お
、
生
活
店
舗
は
七
月
二
十
曰

に
替
わ
り
七
月
二
十
二
曰
に
臨
時
休

業
い
だ
し
ま
す
。

力
ふ
え
て
い
ま
す
．
こ
れ
で
は
牛
乳

に
含
ま
れ
る
す
ぐ
れ
た
栄
養
を
補
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
砂
糖
が
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
回
砂
糖
は
体
内
で
燃
焼

す
る
過
催
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
使
う
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
か
え
っ
て

害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成
長
期
の
子
供
に
御
日
適
量
の
牛

乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
、
成
長
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

ミ ノ
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愚搾乎Ｗｉ終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチコーブの定期交換

幸
利
一
一
哲
一
栄

●ミルキングシステムの定期点検

※検査ランク２の場合は当ロ出荷乳且に1kg当I)５円、３以｣この場合は
５０mのペナルティが課せられます。
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質のよいミル2ｸをつくるために

Ｓつのルール

これだけは守りましょう。

②手と乳房を清潔にすること

●搾乳装置を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯１ii5

翻搾\Ｗｉ終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチユープの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

検査ランク２の場合は当ロ出荷乳且{二1kg当I)５F]、３以:=の場合は
5()円のペナルティが課せられます。
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
響

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
瞥
い
て
送

っ
て
下
さ
い

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
阿
東
七
条
南
二
Ｔ

』

目
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
七
月
二
十
日
ま
で

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
老
仁
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
発
表
は
九
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

す
。

〔
五
月
号
の
当
選
者
〕

五
月
号
の
正
解
は
二
一
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数
十

挿切、

､､、ﾍ@門，

◎
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
募
集

国
税
庁
を
催
じ
め
国
税
局
・
税
務

署
で
は
、
今
年
も
全
国
の
高
校
生
の

皆
さ
ん
か
ら
『
税
に
関
す
る
作
文
」
を

募
集
し
ま
す
の
で
祷
っ
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
募
集
要
領
〕

◆
応
募
資
格
Ⅱ
高
校
生
で
あ
れ
ば
ど

一
名
で
正
解
者
は
二
名
で
し
た
。

正
解
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

豊
岡
白
築
出
ち
ゃ
ん

西
武
佐
藤
原
右
希
ち
ゃ
ん

<５月号の間違い個所＞

91W，r〔焼跡､
鐵鱗Yl：L5議翻露 蕊||譲轤！鱗

の知瞬
く根室税務署〉

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
Ⅱ
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

◆
応
募
数
と
字
数
Ⅱ
一
人
一
綱
二
一
一

下
字
以
内
。
作
文
の
末
尾
に
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
学
校
名
・
学

年
・
学
校
所
在
地
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。

◆
締
切
り
Ⅱ
九
月
五
日
（
木
）
ま
で
に

最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

◆
表
彰
Ⅱ
優
秀
作
文
に
は
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

,1斧、

で
も
、
》

だ
の
で
楽

し
い
と
話

し
て
お
ら

れ
ま
し
Ｅ
、

台
目
号
の
表
紙
写
真
は
中
標
潭
地
区
滝
場
露

子
さ
ん
三
十
歳
で
す
。

結
婚
し
て
九
年
経
ち
、
｜
｜
人
の
女
の
子
が
話

ら
れ
ぎ
す
。

暇
を
見
つ
け
て
、
好
き
な
お
菓
弄
作
り
や
洋

裁
を
や
っ
て
み
た
い
よ
う
で
す
が
、
忙
し
さ
は

伸
々
そ
う
さ
せ
て
く
れ
一
一
○
せ
ん
。

で
も
、
地
区
の
若
妻
さ
ん
が
年
々
増
え
て
き

／ ２１璽辺 、

､r､r￥～ 
⑬ 門

|表紙写真’


